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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに　波形鋼板ウェブ橋において片持ち張出架設工法を採用する場合，波形鋼板同士の現場接合には

張出架設毎のキャンバー管理が容易な重ね継手を用いることが有利である．しかし，重ね継手は部材の偏心に

より付加曲げ応力が生じる他，溶接施工上の理由から上下端にスカラップを設ける必要がある，疲労強度が低

いなどの理由から，採用に際しては現場溶接部の疲労強度について検討しておく必要がある．また，波形鋼板

ウェブは主にせん断力に対して設計されているが，床版近傍の上下端では主桁系曲げ応力も作用する他，波形

鋼板ウェブの面外剛性により床版変形に対して抵抗するため，面外曲げモーメントも発生する．したがって，

面内せん断力，面内外曲げモーメントが同時に作用する場合の疲労性状を把握する必要がある．ここでは実橋

の１／２スケールの試験体を用いて，各荷重作用下における現場溶接継手部の応力性状を確認した．

２．試験体概要２．試験体概要２．試験体概要２．試験体概要　試験体形状を図－１に示す．試験体は事前のＦＥＭ解析から試験機能力等を考慮して，支間

５．６ｍ，主桁ウェブ間隔２．５ｍの１室箱桁とした．波形状は実橋の１／２（波高１１０ｍｍ，１波長

８００ｍｍ）である．試験体に用いる継手構造は３種類とし，様々な応力状態における疲労性状を確認するた

め，各継手形式とも３箇所に継手を設けた．支間中央側の継手（Ｊ１）は床版系の面外曲げモーメントの影響

の大きな継手，支点側の継手

（Ｊ３）はせん断力の影響が大き

な継手，Ｊ２継手はその中間とな

っている．継手のない部分を設け

たのは基準となる一般部応力を

確認するためである．各継手形式

の概要を図－２に示す．継手タイ

プＣは仏･ドール橋の採用形式，

継手タイプＡ，Ｂは，継手タイプ

Ｃを基準としてＦＥＭ解析等の

事前検討に基づいて採用した継

手形式である．継手タイプ

Ａは継手タイプＣの施工

上・強度上の弱点となると

予想される表裏への回し溶

接部の応力緩和を目的とし

て両側にスカラップを設け

た形式である．継手タイプ

Ｂは両側から均等に差し込

む形状であり，曲線を用い

ることにより角部をなくし

た形式である．現場溶接は

実橋と同じ姿勢，溶接方法
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で行った．継手タイプＡ，Ｂは国内で広く用いられている

炭酸ガスシールド溶接，継手タイプＣは仏･ドール橋で採用

されたインナーシールド溶接で現場溶接施工を行った．溶

接施工では継手タイプＢの施工性が最も優れていることが

確認された．

３．ＦＥＭ解析３．ＦＥＭ解析３．ＦＥＭ解析３．ＦＥＭ解析　実験値の検証のため，試験体のＦＥＭ解

析を実施した．解析モデルを図－３に示す．対称性を考慮

して試験体の１／４をモデル化し，重ね継手の偏心や溶接

ビードを再現するため要素は全てソリッド要素とした．ま

た，床版と鋼フランジの結合条件は剛結合とした．

４．静的載荷試験結果４．静的載荷試験結果４．静的載荷試験結果４．静的載荷試験結果　静的載荷試験の結果，面外曲げモ

ーメントの影響の大きなＪ１継手については鋼フランジと

波形ウェブとの首溶接部の応力が大きく，せん断力の影響の大きなＪ２，Ｊ３継手については現場溶接部回り

の応力が大きいことが確認された．首溶接部に着目した各継手の最大発生応力を表－１に，継手タイプＣの測

定応力およびＦＥＭ解析結果例を図－４に示す．（１）継手部の首溶接部には一般部応力の２倍強の応力が発

生する，（２）各継手形式間の差は小さい，（３）ＦＥＭ解析値に比べて実測値は小さい，ことがわかる．この

内，（３）については解析と試験体の床版と鋼フランジとの結合条件仮定の差異の影響であると考えられる．

次に，現場溶接部回りに着目した各継手の最大発生応力を表－２に，継手タイプＢの測定応力およびＦＥＭ解

析結果例を図－５に示す．（１）現場溶接部の発生応力は継手タイプＢが大きく，一般部応力の３．２倍の応

力が発生する，（２）継手タイプＡ，Ｃの発生応力は同程度である，（３）ほぼ面内力のみが作用しているにも

かかわらず，部材の偏心の影響から大きな面外曲げ応力が発生している，（４）実測値とＦＥＭ解析値は比較

的良く一致している，ことが確認できる．

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ　以上の溶接施工および静的載荷試験により，波形鋼板ウェブ現場継手部の施工性および応力発生

性状を確認することができた．今後，現在行っている疲労試験結果と合わせ，現場継手性能を定量的に評価し

ていく予定である．

　　表－１　首溶接部最大発生応力　　表－１　首溶接部最大発生応力　　表－１　首溶接部最大発生応力　　表－１　首溶接部最大発生応力

　　表－２　現場溶接部最大発生応力　　表－２　現場溶接部最大発生応力　　表－２　現場溶接部最大発生応力　　表－２　現場溶接部最大発生応力
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図－５　Ｊ３継手発生応力例（継手タイプＢ）図－５　Ｊ３継手発生応力例（継手タイプＢ）図－５　Ｊ３継手発生応力例（継手タイプＢ）図－５　Ｊ３継手発生応力例（継手タイプＢ）
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